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Abstract
The purpose of this study is to clarify the relationship between the output efficiency and solar radiation by solar
photovoltaics systems. Three parameters were calculated using the measured values from a solar photovoltaics system
situated on the roof of Building No.3 at Kurume Institute of Technology. The three parameters are: output efficiency η,
conversion efficiency ηpcs , and the rate of fine weather Swp . Findings indicated that even after three years of operation,
the solar photovoltaics system’s output efficiency ηwas approximately 0.095, and that the amount of power generated by
the solar photovoltaics system was constant.












Ea ：アレイの表面に当たる積算日射量 ［kWh］ Ea＝Eh×Aa
Ey ：積算日射量の実測値 ［kWh·m－2］
Ex ：可照時間の積算日射量，計算値 ［kWh·m－2］
Ndc ：晴れの日数 ［Day］ 日照時間が可照時間の40％以上となる日数 Ey÷Ex0．4
Ndp ：解析対象期間の日数 ［Day］











ηpcs ：変換効率 ［－］，直流電流から交流電流に変換する効率． ηpcs＝
Ppcs
Ppv


























































の発電効率 ηを算出した．発電効率 ηは，パワーコンディショナーから出力される積算電力量 Ppcs［kWh］とアレイに
当たる積算日射量 Ea［kWh］の比率である．Ea は，精密日射量で測定した日射量［kWh·m－2］とアレイの受光面積［m2］
を乗じたものである．なお，写真2に示すように，パワーコンディショナーはアレイ下部の屋外に設置されている．



























4・3 変換効率 ηpcs について
パワーコンディショナーに組み込まれている電気回路に，コンデンサーがある．このコンデンサーの劣化がシステム
全体の性能低下となる．そこで，変換効率 ηpcs の経年変化を明らかにすることで，パワーコンディショナーの不具合が
発見できる．図3に，4つの解析対象期間の変換効率 ηpcs を示す．なお，変換効率 ηpcs はパワーコンディショナーから
出力される積算電力量 ηpcs［kWh］とアレイから出力される積算電力量 Ppv［kWh］の比率である．
図3の⑴～⑷に示すように，4つの case の変換効率 ηpcs は，約0．93である．以上から，3号館屋上の太陽光発電シ
ステムの性能は，2012年1月27日以降から概ね同じであることがわかる．
4・4 久留米市における晴天率 Swp について
本論文で用いた太陽光発電計測装置KC-ES4-Hは，アレイ面における積算日射量Ea を計測している．本論文の解析
対象期間の違いによる天候を明らかにするために，晴天率 Swp を算出した．Swp は，晴れの日数 Ndc と解析対象期間の





図4に4つの解析対象期間の晴天率 Swp を示す．caseA，caseB と caseC の Swp は，約75［％］～約84［％］であり，
各年で大きく変動することがわかった．2012年1月以降，caseDの晴天率 Swp は，約80［％］である．










③ パワーコンディショナーによる電力の変換効率 ηpcs は，約0．93であり，2012年1月27日以降から概ね同じである
ことが判った．
④ 4つの解析対象期間の晴天率 Swp は，約75［％］～約84［％］であり，解析対象期間の違いにより，Swp は変動
することが判った．なお，2012年1月以降の Swp は，約80［％］である．
今後，モジュール面におけるホットスポット現象の有無について，調査する予定である．また，モジュール面の清掃
を行い，発電効率 ηの変化について確認する予定である．
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